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13  　注／はじめに

　

は
じ
め
に

訳
注
の
作
成
に
あ
た
っ
て

一
、
本
書
はФ

едор М
ихайлович Дост

оевский , Б
ратья К

арамазовы
, 1880

の
全
訳
で
あ
る
。
翻
訳
の
底
本
に
は
Ａ
を
用
い
、
適
宜
Ｂ
、
Ｃ
も
参
照
し
た
。

Ａ　

Дост
оевский, Ф

. М
.,  П

олное собрание сочинений в тридцати томах, Л
., Н

аука, 1972-1990, т. 14-15, 1976.

Ｂ　

Дост
оевский, Ф

. М
.,  С

обрание сочинений в десяти томах, М
., Х

удож
ественная литература, 1956-1958, т. 9-10, 1958.

Ｃ　

Дост
оевский, Ф

. М
., Б

ратья К
арамазовы

, С
П

б., П
уш

кинский дом, 2011.

校
正
に
際
し
て
、
主
と
し
て
Ｃ
を
参
照
し
た
。
Ｃ
で
は
Ａ
に
ご
く
わ
ず
か
あ
っ
た
誤
植
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
の
テ
ク
ス
ト
校
訂
上
の
も
っ
と
も
特
筆
す
べ
き

特
徴
と
し
て
、
宗
教
関
係
の
表
記
の
変
更
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ａ
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
の
刊
本
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
神
、
主
を
表
わ
す
名
詞
や
物
主
形
容
詞
がбог, 

господь, бож
ий

な
ど
、
キ
リ
ス
ト
に
関
わ
る
人
称
代
名
詞
がты

, он, твой, его

な
ど
と
小
文
字
表
記
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
Ｃ
で
は
革
命
以
前
の
大
文
字
表

記
（Б

ог, Господь, Б
ож

ий, Ты
, О

н, Твой, Его

）
に
戻
し
て
い
る
。

二
、
注
釈
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
Ａ
の
第
十
五
巻
所
収
の
Ｂ
・
Ｅ
・
ヴ
ェ
ト
ロ
フ
ス
カ
ヤ
の
注
釈
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ヴ
ェ
ト
ロ
フ
ス
カ
ヤ
の
注
釈
は
増

補
・
改
訂
さ
れ
て
、
次
の
書
に
収
録
さ
れ
た
。

Ｄ　

Вет
ловская, В. Е.,  Роман Ф

. М
. Д

остоевского « Б
ратья К

арамазовы
», С

П
б., П

уш
кинский дом, 2007.

Ｂ
の
第
十
巻
所
収
の
Л
・
П
・
グ
ロ
ス
マ
ン
の
注
釈
も
参
考
に
し
た
。

英
語
の
注
釈
書
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

Ｅ　

Terras, V
ictor, A K

aram
azov C

om
panion. C

om
m

entary on the G
enesis, Language and Style of D

ostoevsky’s N
ovel,  W

isconsin, The U
niversity of 

W
isconsin Press, 1981.

ま
た
、
以
下
に
掲
げ
る
既
訳
の
う
ち
、
Ｈ
、
Ｌ
、
Ｎ
、
Ｏ
、
Ｐ
、
Ｑ
、
Ｒ
に
は
巻
末
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
と
Ｑ
は
グ
ロ
ス
マ
ン
（
Ｂ
）、
Ｌ
と
Ｒ
は
ヴ
ェ

ト
ロ
フ
ス
カ
ヤ
（
Ａ
）、
そ
れ
以
外
は
Ａ
と
テ
ラ
ス
（
Ｅ
）
を
参
考
に
し
た
も
の
だ
が
、
Ｌ
は
江
川
独
自
の
調
査
に
よ
る
注
釈
も
相
当
数
あ
り
、
適
宜
参
考
に
し
た
。
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Ｓ　

Тихомиров, Б. Н
., О

траж
ения Евангельского С

лова в текстах Д
остоевского. М

атериалы
 к комментарию

, в кн.: Евангелие Д
остоевского в 

двух томах, М
., Русскi й мi ръ, 2010, т. 2, стр. 63-469.

五
、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
以
外
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
、
手
紙
、
草
稿
な
ど
の
引
用
、
言
及
は
、
ナ
ウ
カ
版
三
十
巻
全
集
（Дост

оевский, Ф
. М

.,  
П

олное собрание сочинений в 30- и томах, Л
., Н

аука, 1972-1990

）
に
よ
り
、П

С
С

と
略
記
の
う
え
、
巻
数
と
頁
数
を
記
し
た
。
例
：П

С
С

, 1
・100
は
全
集

第
一
巻
一
〇
〇
頁
を
さ
す
。

六
、
ロ
シ
ア
語
関
連
で
も
っ
と
も
よ
く
利
用
し
た
辞
典
類
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

РАН
И

Л
И

,  Б
ольш

ой академический словарь русского язы
ка, М

.- С
П

б., Н
аука, 2004-

（『
ア
カ
デ
ミ
ー
辞
典
』
と
略
記
。
た
だ
し
、
現
時
点
で
は
第
二
四

巻С
веряться

ま
で
既
刊
、
未
刊
行
部
分
の
語
彙
は
そ
の
前
身АН

 С
С

С
Р,  С

ловарь современного русского литературного язы
ка в 17- и томах, М

.-
Л

., Н
аука, 1950-65

〔『
十
七
巻
辞
典
』
と
略
記
〕
を
見
た
）。

У
ш

аков,  Д. Н
.,  Толковы

й словарь русского язы
ка в 4- х томах., М

., ГИ
С

, 1935-40

（М
., Терра R

eprint, 2007,

『
ウ
シ
ャ
コ
フ
辞
典
』
と
略
記
）。

Даль, В. И
.,  Толковы

й словарь ж
ивого великорусского язы

ка в 4- х томах, под. p ед. И
. А

. Б
одуэна- де- К

уртунэ, 4- е испр. и значит. доп. изд. 
С

П
б.- М

., Т- во М
. О

. В
ольф

, 1912-14

（
東
京
、N
auka R

eprint, 1977,

『
ダ
ー
リ
辞
典
』
と
略
記
）。

М
ихельсон, М

. И
., Русская мы

сль и речь. С
вое и чуж

ое. О
пы

т русской ф
разеологии в 2- х томах, 1903-04

（
東
京
、
現
代
ロ
シ
ア
語
社 R

eprint, 
1981.

『
ミ
ヘ
リ
ソ
ン
表
現
辞
典
』
と
略
記
）。

Акиш
ина, А. А., К

ано, Х., Акиш
ина, Т. Е., Ж

есты
 и мимика в русской речи, М

., Русский язы
к, 1991

（『
身
振
り
辞
典
』
と
略
記
）。

ロ
シ
ア
の
旧
度
量
衡

長
さ
の
単
位

ヴ
ェ
ル
ス
タ
ー
…
…
一
・
〇
六
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

サ
ー
ジ
ェ
ン
…
…
二
・
一
三
四
メ
ー
ト
ル

ア
ル
シ
ン
…
…
七
一
・
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ヴ
ェ
ル
シ
ョ
ー
ク
…
…
四
・
四
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

重
量
の
単
位

プ
ー
ド
…
…
一
六
・
三
八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

フ
ン
ト
…
…
四
〇
九
・
五
一
二
グ
ラ
ム

こ
れ
ら
の
注
釈
に
含
ま
れ
て
い
な
い
項
目
は
、
ロ
シ
ア
語
、
日
本
語
の
各
種
辞
典
、
百
科
事
典
を
参
考
に
し
て
訳
者
が
独
自
に
作
成
し
た
。
と
く
に
レ
ア
リ
ア
関

係
、
聖
書
関
連
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
使
用
し
た
語
彙
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
辞
典
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

Э
нциклопедический словарь в 86- и томах, С

П
б., Б

локгаус- Еф
рон, 1890-1907

（М
., Терра R

eprint, 1990-94, 『
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
＝
エ
フ
ロ
ン
百
科
事

典
』
と
略
記
）。

С
имф

ония к синодальному изданию
 Б

иблии, К
орнталь, С

вет на В
остоке, 1995

（『
聖
書
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス
』
と
略
記
）。

У
чреж

дение РАН
 И

нст
ит

ут
 им. В. В. Виноградова РАН

,  С
ловарь язы

ка Д
остоевского. И

диоглоссарий, М
., А

збуковник, 2008-

（『
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
語
彙
辞
典
』
と
略
記
。
現
在
刊
行
中
で
第
四
巻
（П

о

の
項
）
ま
で
既
刊
）。

三
、
参
考
に
し
た
既
訳
は
次
の
十
三
種
で
あ
る
。

Ｆ　

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
米
川
正
夫
訳
、
岩
波
文
庫
（
全
四
巻
）、
一
九
二
七
年
〜
一
九
二
八
年
。

Ｇ　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
カ
ラ
マ
ア
ゾ
フ
の
兄
弟
』
原
久
一
郎
訳
、
新
潮
文
庫
（
全
五
巻
）、
一
九
六
一
年
。

Ｈ　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
兄
弟
』
小
沼
文
彦
訳
、
筑
摩
書
房
（『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
全
集
』
第
十
一
巻
、
第
十
二
巻
）、
一
九
六
三
年
。

Ｉ　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
兄
弟
』
北
垣
信
行
訳
、
講
談
社
（『
世
界
文
学
全
集
』
第
四
十
五
巻
、
第
四
十
六
巻
）、
一
九
七
五
年
。

Ｊ　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
『
カ
ラ
マ
ゾ
フ
の
兄
弟
』
池
田
健
太
郎
訳
、
中
公
文
庫
（
全
五
巻
）、
一
九
七
八
年
。

Ｋ　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
原
卓
也
訳
、
新
潮
文
庫
（
全
三
巻
）、
一
九
七
八
年
。

Ｌ　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
江
川
卓
訳
、
集
英
社
（『
世
界
文
学
全
集
』
第
四
十
五
巻
、
第
四
十
六
巻
）、
一
九
七
九
年
。

Ｍ　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
亀
山
郁
夫
訳
、
光
文
社
古
典
文
庫
（
全
五
巻
）、
二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
〇
七
年
。

Ｎ　

D
ostoevsky, Fyodor, The Brothers K

aram
azov,  translated, introduced and annotated by R

ichard Pevear and Larissa Volokhonsky, London, V
intage 

B
ooks, 1992.

Ｏ　

D
ostoevsky, Fyodor, The K

aram
azov Brothers,  translated w

ith an Introduction and N
otes by Ignat Avsey, O

xford U
niversity Press, 1994.

Ｐ　

D
ostoevsky, Fyodor, The Brothers K

aram
azov , translated w

ith an Introduction and N
otes by D

avid M
cD

uff, London, Penguin B
ooks, 1993.

Ｑ　

D
ostoïevski, Fiodor, Les Frères K

aram
azov , traduction, introduction, chronologie, biblographie et notes par K

yra Sanine, Paris, Éditions G
arnier 

Frères, 1969.

Ｒ　

D
ostojew

skij, Fjodor, D
ie Brüder K

aram
asow,  R

om
an in der N

euübersetzung von Sw
etlana G

eier, Frankfurt am
 M

ain, Fischer Taschenbuch 
Verlag, 2006.

四
、
新
約
聖
書
か
ら
の
引
用
、
レ
ミ
ニ
サ
ン
ス
、
暗
示
に
つ
い
て
は
Ａ
、
Ｄ
の
ほ
か
に
、
以
下
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
参
照
し
た
。
こ
れ
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
所
蔵
の
一

八
二
三
年
刊
行
の
新
約
聖
書
が
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
（Евангелие Д

остоевского в двух томах, М
., Русскi й мi ръ, 2010

）
で
復
刻
さ
れ
た
際
に
、
そ
の
第
二
巻

（И
сследования. М

атериалы
 к комментарию

）
に
収
録
さ
れ
た
論
文
で
、
こ
の
種
の
研
究
と
し
て
は
最
新
に
し
て
、
も
っ
と
も
網
羅
的
、
徹
底
的
な
も
の
で
あ
る
。
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注献
辞

（
1
） 

ア
ン
ナ
・
グ
リ
ゴ
ー
リ
エ
ヴ
ナ
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
カ
ヤ
（
一
八
四
六
〜
一
九
一
八
）　
　
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
二
度
目
の
妻
で
、
一
八
六
七
年
に
結
婚
し

た
。
こ
の
献
辞
は
雑
誌
『
ロ
シ
ア
報
知
』
連
載
時
に
は
な
く
、
単
行
本
の
刊
行
時
に
新
た
に
付
さ
れ
た
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
こ
れ
以
前
の
作
品
で
は
、
中
編
小

説
『
白
夜
』（
一
八
四
八
）
を
詩
人
ア
レ
ク
セ
イ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
プ
レ
シ
チ
ェ
ー
エ
フ
に
、『
虐
げ
ら
れ
た
人
々
』（
一
八
六
一
）
を
兄
ミ
ハ
イ
ル
・
ミ
ハ
イ

ロ
ヴ
ィ
チ
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
、『
白
痴
』（
一
八
六
九
）
を
姪
ソ
フ
ィ
ア
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ナ
・
イ
ワ
ー
ノ
ワ
に
捧
げ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
雑
誌
初
出

の
み
（『
白
夜
』
は
一
八
六
〇
年
に
も
）
で
、
生
前
最
後
の
刊
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
献
辞
は
削
除
さ
れ
た
の
で
、
献
辞
は
こ
れ
が
最
初
で
最
後
と
な
っ
た
。（
図
1
）

エ
ピ
グ
ラ
フ

（
1
） 

『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』
第
十
二
章
第
二
十
四
節　
　

引
用
は
ロ
シ
ア
聖
書
協
会
刊
行
の
新
約
聖
書
（
一
八
二
三
）
に
よ
る
。
こ
れ
は
一
八
五
〇
年
一

月
、
シ
ベ
リ
ア
流
刑
の
途
上
、
ト
ボ
リ
ス
ク
で
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
の
妻
Н
・
Д
・
フ
ォ
ン
ヴ
ィ
ー
ジ
ナ
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
生
涯
座
右

に
置
い
て
愛
読
し
た
。
作
家
個
人
蔵
の
聖
書
は
近
年
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
が
刊
行
さ
れ
た
（Евангелие Д

остоевского. Л
ичны

й экземпляр Н
ового Завета 1823 

года издания, подаренны
й Ф

. М
. Д

остоевскому в Тобольске в январе 1850 года, М
., Русскi й мi ръ, 2010

）。
そ
れ
を
見
る
と
、
こ
の
箇
所
に
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
は
鉛
筆
で
印
を
つ
け
て
い
る
。
一
八
二
三
年
版
新
約
聖
書
は
現
行
聖
書
（
一
八
七
六
）
や
最
新
訳
（
二
〇
一
一
）
と
は
本
文
に
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
ロ
シ

ア
語
は
多
少
古
め
か
し
い
。
本
翻
訳
で
の
聖
書
の
引
用
は
、
基
本
的
に
日
本
聖
書
協
会
発
行
の
新
共
同
訳
聖
書
を
用
い
る
が
、
教
会
ス
ラ
ヴ
語
訳
聖
書
か
ら
引
用
さ

れ
る
箇
所
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
文
語
訳
聖
書
を
用
い
る
（
旧
字
は
新
字
に
改
め
る
）。
ロ
シ
ア
語
聖
書
の
原
文
解
釈
が
日
本
語
訳
の
そ
れ
と
異
な
る
場
合
に
は
、

塚
本
虎
二
訳
『
福
音
書
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
三
年
、
新
約
聖
書
翻
訳
委
員
会
訳
『
新
約
聖
書
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
を
参
考
に
若
干
の
修
正
を
加
え
る
こ

と
が
あ
る
。（
図
2
）

面
積
の
単
位

デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
…
…
一
・
〇
九
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

液
量
の
単
位

ヴ
ェ
ド
ロ
ー
…
…
一
二
・
二
九
九
リ
ッ
ト
ル

シ
ト
フ
…
…
一
・
二
三
リ
ッ
ト
ル
（
ウ
オ
ッ
カ
、
ビ
ー
ル
）
／
一
・
五
四
リ
ッ
ト
ル
（
ワ
イ
ン
）

ブ
ト
ゥ
イ
ル
カ
…
…
〇
・
六
二
リ
ッ
ト
ル
（
ウ
オ
ッ
カ
、
ビ
ー
ル
）
／
〇
・
七
七
リ
ッ
ト
ル
（
ワ
イ
ン
）

貨
幣
価
値

帝
政
ロ
シ
ア
時
代
の
通
貨
は
ル
ー
ブ
リ
と
コ
ペ
イ
カ
が
あ
っ
た
。
一
ル
ー
ブ
リ
＝
百
コ
ペ
イ
カ
。

貨
幣
価
値
の
換
算
は
容
易
で
は
な
く
、
諸
説
あ
る
が
、
藤
沼
貴
の
試
算
に
説
得
力
が
あ
る
（
試
算
の
根
拠
と
詳
細
は
、
藤
沼
訳
・
ト
ル
ス
ト
イ
『
戦
争
と
平
和

（
一
）』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
七
頁
を
参
照
）。
藤
沼
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
な
か
ば
の
一
ル
ー
ブ
リ
は
一
万
円
程
度
に
相
当
す
る
。
た
だ
、
藤
沼
も
指
摘

し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
く
、
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
留
保
が
つ
く
。
ま
ず
、
当
時
の
通
貨
に
は
金
貨
、
銀
貨
、
紙
幣
が
あ
っ
た
。
一
ル
ー
ブ

リ
＝
一
万
円
相
当
は
金
貨
で
の
こ
と
で
、
金
貨
、
銀
貨
、
紙
幣
で
同
じ
額
面
で
も
実
質
価
値
が
異
な
り
、
紙
幣
は
銀
貨
の
七
分
の
二
、
金
貨
の
五
分
の
一
の
価
値
し
か

な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
一
七
六
九
〜
一
八
四
九
年
の
公
定
レ
ー
ト
で
あ
っ
て
、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
』
の
物
語
の
展
開
す
る
一
八
六
〇
年
代
末
に
は
当
て
は
ま
ら
な

い
。
こ
の
時
期
、
金
貨
、
銀
貨
、
紙
幣
が
同
一
価
値
に
な
っ
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
価
値
に
違
い
が
あ
っ
た
の
か
、
違
い
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
レ
ー
ト
だ

っ
た
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
訳
者
は
、
残
念
な
が
ら
、
判
断
す
る
材
料
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
で
は
金
銭
が
重
要
な
役
割
を
は
た
す
。
作
中
で
示
さ
れ
る
金
額
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、
藤
沼
方
式
に

従
っ
て
、
そ
の
つ
ど
訳
注
で
円
相
当
額
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
編
第
一
章
に
は
、
フ
ョ
ー
ド
ル
・
パ
ー
ヴ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
死
後
、
十
万
ル
ー
ブ
リ
の
遺

産
を
遺
し
た
と
あ
る
が
、
十
万
ル
ー
ブ
リ
は
金
換
算
だ
と
約
十
億
円
、
紙
幣
換
算
で
約
二
億
円
に
相
当
す
る
。
た
だ
し
、
本
翻
訳
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
と
く

に
こ
と
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
紙
幣
換
算
で
示
す
。



1819  　注／第 1編　ある家族の歴史

作
者
よ
り

（
1
） 
実
践
家　
　

原
語
はдеятель

で
、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
鍵
語
の
一
つ
。
こ
こ
で
「
実
践
家
」
と
訳
し
たдеятель

の
一
般
的
な
使
用
例
に

は
、политический деятель

〔
政
治
家
〕、партийны

й деятель

〔
党
活
動
家
〕、проф

сою
зны

й деятель

〔
組
合
活
動
家
〕
な
ど
が
あ
り
、
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
を

деятель

と
定
義
す
る
語
り
手
の
言
に
、
こ
と
に
よ
る
と
、
読
者
は
違
和
感
を
覚
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、деятель

の
対
立
概
念
がмечтатель

〔
空
想
家
〕

と
そ
の
末
裔
で
あ
るподпольны

й человек

〔
地
下
室
人
〕
だ
と
考
え
れ
ば
、
納
得
が
い
こ
う
。
第
二
編
第
四
章
七
七
〜
八
〇
頁
、
第
六
編
第
三
章
四
五
四
頁
、
四

五
八
〜
四
五
九
頁
で
は
、
本
作
の
根
本
思
想
の
一
つ
で
あ
る
、
隣
人
愛
の
理
想
と
し
て
の
「
実
践
的
な
愛
」（деятельная лю

бовь

）
が
ゾ
シ
マ
長
老
に
よ
っ
て
語

ら
れ
る
し
、
第
四
編
第
五
章
二
六
六
頁
で
は
、
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
の
「
実
践
的
な
愛
」
を
め
ぐ
る
印
象
深
い
叙
述
が
あ
る
。деятель

は
通
常
「
活
動
家
、
事
業
家
」

と
訳
さ
れ
る
の
で
、「
実
践
家
」
は
辞
書
的
な
定
義
か
ら
多
少
ず
れ
て
い
る
。
訳
者
は
《
実
践
》
と
い
う
語
を
、
二
つ
の
意
味
―
―「
１
．考
え
を
実
際
に
行
な
う
こ

と
。
自
分
で
実
地
に
行
な
い
、
行
為
、
動
作
に
表
わ
す
こ
と
、
２
．人
間
が
行
動
に
よ
っ
て
周
囲
の
世
界
に
働
き
か
け
て
環
境
を
意
識
的
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
」（
小

学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
―
―
を
融
合
さ
せ
た
形
で
使
用
す
る
。
既
訳
は
「
事
業
家
」（
Ｆ
）、「
や
り

0

0

手
」（
Ｇ
）、「
活
動
家
」（
Ｈ
、
Ｉ
、
Ｋ
、
Ｌ
）、「
実
行

家
」（
Ｊ
）、「
実
践
家
」（
Ｍ
）、a figure

（
Ｎ
）、a m

an of action

（
Ｏ
）、an activist

（
Ｐ
）、un hom

m
e d ’action

（
Ｑ
）、er handelt

（
Ｒ
）
と
さ
ま
ざ
ま
。

（
2
） 

重
要
な
の
は
二
番
目
の
小
説
で
…
…
わ
が
主
人
公
の
活
動
を
描
い
て
い
る　
　

続
編
の
構
想
に
つ
い
て
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
何
も
書
き
遺
し
て
お
ら

ず
、
ア
ン
ナ
夫
人
を
始
め
と
す
る
何
人
か
の
知
人
の
証
言
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
細
部
は
い
っ
さ
い
不
明
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
全
体
の
お
お
ま
か
な
展
開
や

主
人
公
像
す
ら
諸
説
あ
っ
て
、
続
編
構
想
の
問
題
は
研
究
者
た
ち
の
好
奇
心
を
大
い
に
刺
激
し
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
訳
者
「
解
説
」
で
簡
単
に
触
れ
て
い

る
が
、
く
わ
し
く
は
全
集
の
解
題
（П

С
С

, 15

・485-487

）
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

第
一
編　

あ
る
家
族
の
歴
史

（
1
） 

十
万
ル
ー
ブ
リ　
　

す
べ
て
金
貨
な
ら
約
十
億
円
、
銀
貨
な
ら
約
七
億
円
、
紙
幣
な
ら
約
二
億
円
に
相
当
す
る
。
以
下
、
紙
幣
換
算
で
概
算
を
示
す
。

（
2
） 

で
き
そ
こ
な
い　
　

原
語
はмозгляк

で
、
通
常
は
「
ひ
弱
な
人
」（『
ア
カ
デ
ミ
ー
辞
典
』）
の
意
だ
が
、
こ
こ
は
「
身
体
的
、
知
的
に
劣
る
、
役
立
た
ず

の
無
能
な
人
間
」（『
ウ
シ
ャ
コ
フ
辞
典
』）
に
解
す
る
。

（
3
） 

《
ロ
マ
ン
主
義
》
の
世
代　
　

ロ
シ
ア
文
学
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
は
、
一
八
一
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
前
半
ま
で
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

は
ポ
ス
ト
・
ロ
マ
ン
主
義
の
世
代
に
属
す
る
。

（
4
） 

囚
わ
れ
の
思
考
の
高
ぶ
り　
　

ロ
マ
ン
主
義
の
詩
人
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
の
短
詩
「
信
ず
る
な
、
お
の
れ
を
信
ず
る
な
…
…
」（« Н

е верь, не верь себе...», 
1839

）
か
ら
の
引
用
で
、
そ
の
冒
頭
四
行
は
、「
信
ず
る
な
、
お
の
れ
を
信
ず
る
な
、
若
き
空
想
家
よ
、
／
疫
病
の
ご
と
く　

霊
感
を
恐
れ
よ
…
…
／
そ
れ
は
お
ま

え
の
病
め
る
魂
の
重
苦
し
い
う
わ
ご
と
／
あ
る
い
は
囚
わ
れ
の
思
考
の
高
ぶ
り
」
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
別
の
一
行
が
中
編
小
説
『
柔
和
な
女
』（
一
八
七
六
）
で
も

引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 

突
拍
子
も
な
い
で
き
ご
と　
　

原
語
はпассаж

и

（пассаж

の
複
数
）。пассаж

は
フ
ラ
ン
ス
語passage

に
由
来
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
は
こ
の
意
味

は
な
い
。
短
編
小
説
「
鰐
」（
一
八
六
五
）
の
副
題
は
「
アパ

サ

ー

ジ

ユ

ー
ケ
ー
ド
街
に
お
け
る
突パ

サ

ー

ジ

ユ

拍
子
も
な
い
で
き
ご
と
」
と
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。

（
6
） 

女
が
た
だ
秋
波
を
送
り
さ
え
す
れ
ば
…
…
そ
の
腰
に
手
を
ま
わ
し
か
ね
な
か
っ
た　
　

原
文
はв один миг готового прильнуть к какой угодно ю

бке, 
только бы

 та его поманила. 

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
同
時
代
の
辞
書
『
ダ
ー
リ
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、ю

бка

に
は
「
ス
カ
ー
ト
」
の
意
し
か
な
く
、
直
訳
は
「
ス

カ
ー
ト
が
彼
を
手
招
き
し
さ
え
す
れ
ば
、
ど
ん
な
ス
カ
ー
ト
に
で
あ
れ
、
一
瞬
に
し
て
す
が
り
つ
き
か
ね
な
か
っ
た
」
と
な
る
（
英
・
仏
・
独
訳
で
は
、
こ
の
語
を

文
字
ど
お
りskirt

（
Ｎ
、
Ｐ
）、petticoat

（
Ｏ
）、jupe

（
Ｑ
）、W

eiberrock

（
Ｒ
）
と
訳
し
、
全
体
を
ほ
ぼ
直
訳
し
て
い
る
）。
だ
が
、『
十
七
巻
辞
典
』
に
は
、

ю
бка

の
転
義
的
・
口
語
的
意
味
と
し
て
「（
男
の
情
欲
の
対
象
と
し
て
の
）
女
性
」
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
』
の
当
該
箇
所
が
そ
の
用
例
と
し
て

あ
が
っ
て
い
る
。
拙
訳
は
す
べ
て
の
邦
訳
と
同
様
に
、「
女
性
」
の
意
に
解
す
る
（「
腰
に
…
…
」
は
原
久
一
郎
訳
（
Ｇ
）
に
な
ら
う
）。ю

бка

は
フ
ラ
ン
ス
語jupe

に
由
来
す
る
が
、
こ
の
語
に
は
「（
古
語
）
女
」（
小
学
館
＝
ロ
ベ
ー
ル
『
仏
和
大
辞
典
』）
の
意
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
に
はEr läuft jedem

 W
eiberrock nach

〔
彼

は
女
と
見
れ
ば
す
ぐ
そ
の
尻
を
追
い
か
け
る
〕（
小
学
館
『
独
和
大
辞
典
』）
と
い
う
成
句
が
あ
る
（
ロ
シ
ア
語
に
もЗа каж

дой ю
бкой он бегает

と
い
う
同
義

の
成
句
が
あ
る
）。

（
7
） 

二
万
五
千
ル
ー
ブ
リ　
　

約
五
千
万
円
。

（
8
） 

ミ
ー
チ
ャ　
　

ド
ミ
ー
ト
リ
ー
の
愛
称
。

（
9
） 

神
学
校
出　
　

原
語
はсеминарист

で
、「семинария

の
卒
業
生
」
の
意
。
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
のсеминария

に
はдуховная семинария

〔
神
学
校
〕

とучительская семинария

〔
師
範
学
校
〕
が
あ
り
、
ふ
つ
う
に
考
え
れ
ば
後
者
だ
ろ
う
（
Ｋ
は
そ
う
解
し
て
い
る
）。
だ
が
、
師
範
学
校
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
最

初
に
設
立
さ
れ
た
の
は
一
八
六
四
年
の
初
等
国
民
学
校
令
に
よ
る
の
で
、
時
代
的
に
は
神
学
校
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
十
九
世
紀
前
半
の
神
学
校
は
六
年
制
で
、

神
学
以
外
に
、
論
理
学
、
心
理
学
、
自
然
科
学
、
歴
史
、
医
学
な
ど
の
一
般
教
育
も
行
な
わ
れ
た
。
高
等
教
育
機
関
の
神ア
カ
デ
ミ
ア

学
大
学
が
高
位
聖
職
者
、
神
学
者
の
養
成

機
関
（
四
年
制
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
神セ
ミ
ナ
リ
ア

学
校
は
中
位
・
下
位
聖
職
者
を
養
成
し
た
（『
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
＝
エ
フ
ロ
ン
百
科
』）。

（
10
） 

今
こ
そ
逝
か
し
め
給
ふ
な
れ　
　
『
ル
カ
福
音
書
』
に
よ
る
と
、
エ
ル
サ
レ
ム
在
住
の
信
仰
篤
い
シ
メ
オ
ン
は
、
主
が
遣
わ
す
メ
シ
ア
に
会
う
ま
で
は
決
し

て
死
な
な
い
と
の
お
告
げ
を
聖
霊
か
ら
受
け
て
い
た
。
幼
子
イ
エ
ス
が
神
殿
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
と
き
、
彼
は
イ
エ
ス
を
抱
き
、
神
を
讃
え
て
、「
主
よ
、
今
こ
そ

あ
な
た
は
、
お
言
葉
ど
お
り
、
こ
の
僕し

も
べを

安
ら
か
に
去
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
」（
同
二
・
二
九
）
と
言
っ
た
。
後
続
箇
所
は
、
救
い
主
を
見
た
喜
び
と
神
へ
の
感

謝
、
こ
れ
か
ら
実
現
さ
れ
る
救
い
に
対
す
る
期
待
を
示
す
詩
と
し
て
有
名
。
ロ
シ
ア
正
教
で
は
、「
今
こ
そ
去
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
」
で
始
ま
る
詩
行
は
一
日
の

終
わ
り
に
唱
え
る
晩
課
に
取
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
（
Ａ
）。
シ
メ
オ
ン
を
主
題
と
す
る
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
教
会
カ
ン
タ
ー
タ
第
八
十
二
番
『
私
は
満
ち
た
り
て
い

ま
す
』（Ich habe genug, B

W
V

 82, 1727

）
は
、
二
百
を
超
え
る
彼
の
傑
作
ぞ
ろ
い
の
カ
ン
タ
ー
タ
の
中
で
も
っ
と
も
美
し
い
曲
の
一
つ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

義
人
シ
メ
オ
ン
の
敬
虔
な
言
が
、
フ
ョ
ー
ド
ル
に
か
か
る
と
、
妻
の
死
を
喜
ぶ
寝コ

キ

ユ

取
ら
れ
亭
主
の
叫
び
に
転
ぜ
ら
れ
る
。
聖
書
を
始
め
と
す
る
多
様
な
テ
ク
ス
ト
の


